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八
百
万
の
神
の
祓
の
効
用
と
、
そ
の
受
容

　
　
　
―
平
安
時
代
中
期
ま
で
の
百
官
大
祓
を
中
心
に
―

加
　
瀬
　
直
　
弥
　
　
　

　
　

は
じ
め
に

　

祓
の
儀
礼
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
史
料
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
の
は
陰

陽
師
で
あ
る
。
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
の
安
倍
晴
明
に
よ
る
一
条
天
皇
に
対
す
る
祓（

（
（

や
、
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
の
中
宮
彰
子
出
産
時

の
儀
礼（

（
（

は
、
古
い
例
、
す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
中
期
の
典
型
例
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
、「
八
百
万
の
神
に
よ
り
、
人
の
犯
し
た

罪
が
消
失
す
る
」
と
さ
れ
る
祓
―
本
稿
で
は
「
八
百
万
の
神
の
祓（

（
（

」
と
す
る
―
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　

陰
陽
師
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
冒
頭
の
例
は
、
数
あ
る
彼
ら
の
技
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
八
百
万
の
神
の
祓
を
用
い
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。�

だ
が
、
こ
の
時
代
に
は
、
俗
人
の
陰
陽
師
に
似
せ
る
た
め
に
か
、
紙
冠
を
着
し
て
祓
を
す
る
法
師
陰
陽
師
が
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、

彼
ら
は
『
枕
草
子
』
で
「
見
ぐ
る
し
き
も
の
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ（

（
（

、『
紫
式
部
集
』
所
収
の
歌（

（
（

に
不
快
さ
を
籠
め
ら
れ
て
も
い
る（

（
（

。�



2

祓
が
宮
中
を
超
え
て
広
ま
っ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
緯
か
ら
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
自
体
の
特
色
か
ら
、
祓
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
と
、
そ
の
実
態
を
追
求
し
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
古
代�

に
お
け
る
こ
の
祓
の
祓
詞
の
典
型
と
い
う
べ
き
、
百
官
大
祓
の
祓
詞（

（
（

の
特
色
と
そ
の
使
わ
れ
方
を
整
理
す
る
。

　
　

一
　
八
百
万
の
神
の
祓
に
お
け
る
「
罪
」

　
　
（
一
）
百
官
大
祓
の
祓
詞
か
ら
見
る
そ
の
効
用

　

整
理
の
端
緒
は
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
に
基
づ
く
、
八
百
万
の
神
の
祓
の
効
用
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
せ
ば
、
祓
詞
の
中
で
「
天
之

益
人
」
と
呼
ば
れ
る
、
豊
葦
原
の
水
穂
の
国
に
生
ま
れ
た
人
の
犯
し
た
罪
の
消
除
で
あ
る
。
祓
詞
は
、
罪
発
生
時
の
対
処
と
、
そ
れ
に
よ

る
消
除
の
ペ
ー
ス
や
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
示
す
。
他
方
で
、
こ
の
詞
章
に
お
い
て
は
、
穢
な
ど
、
罪
と
は
別
の
事
物
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
百
官
大
祓
は
、
直
接
的
に
は
、
罪
の
消
除
に
特
化
し
た
儀
礼
だ
と
い
え
る
。

　

祓
詞
に
列
挙
さ
れ
た
罪
を
理
解
す
る
試
み
は
、
古
く
は
、『
古
語
拾
遺
』
の
国
つ
罪
に
対
す
る
、「
国
罪
者
、
国
中
人
民
所
レ
犯
之
罪
、

其
事
具
在
二
中
臣
禊
詞
一
」
と
い
っ
た
指
摘（

（
（

が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
罪
に
よ
っ
て
起
き
る
災
禍
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
確
認
を
す
る
と
、
天
つ
罪
の
畔
放
ち
・
溝
埋
め
な
ど
の
よ
う
に
、
罪
を
犯
す
行
為
が
そ
の
ま
ま
、
農
業
の
妨
害
と
い
う
わ
ざ
わ

い
を
及
ぼ
す
も
の
も
あ
る
が
、
高
つ
神
の
災
い
や
、
高
つ
鳥
の
災
い
の
よ
う
な
、
わ
ざ
わ
い
を
直
接
引
き
起
こ
す
よ
う
な
お
こ
な
い
が
、

目
に
見
え
る
形
で
は
展
開
し
な
い
国
つ
罪
が
あ
る
。

　

後
者
の
罪
が
百
官
大
祓
の
祓
詞
に
組
み
込
ま
れ
た
理
由
は
、
青
木
紀
元
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
同
氏
は
、
次
の
よ
う
に

指
摘
す
る（

（1
（

。
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�「
昆は

ふ
む
し
の
わ
ざ
わ
ひ

虫
乃

災
」「
高た

か
つ
か
み
の
わ
ざ
は
ひ

津
神

乃
災
」「
高た

か
つ
と
り
の
わ
ざ
は
ひ

津
鳥
災
」
は
、
災
禍
で
あ
っ
て
、
罪
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
災
禍
の
類
（
略
）
が
、
大
祓
で

祓
い
清
め
ら
れ
る
罪
の
中
に
ま
じ
っ
て
い
る
の
は
、
仏
教
の
影
響
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
見
解
で
あ
る
。

青
木
氏
は
ま
た
、

　
　

�

大
祓
の
詞
に
災
を
挙
げ
て
い
る
そ
の
も
と
に
、
除
災
招
福
の
経
典
で
あ
る
薬
師
経
の
関
与
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
具
体
的

に
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
考
え
の
も
と
で
、
祓
詞
の
罪
と
、『
灌
頂
抜
除
過
罪
生
死
得
度
経
』
こ
と
『
薬
師
経
』
の
経
句
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
罪
が
、
他
と
と
も
に
国
つ
罪
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
罪
全
体
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
近
世
以
降
、
青
木
氏�

を
含
め
さ
ま
ざ
ま
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
留
意
し
た
い
の
は
、
百
官
大
祓
は
罪
で
な
く
災
気
を
除
去
す
る
儀
礼
と
位
置
づ
け
る�

説
の
存
在
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
説
に
従
い
、「
百
官
大
祓
の
祓
詞
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
罪
は
、
災
禍
の
一
表
現
で
あ
る
」
と
捉
え
れ
ば
、

高
つ
神
の
災
い
の
よ
う
な
、
わ
ざ
わ
い
を
直
接
名
と
す
る
罪
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
律
令
に
よ
る
神
祇
制
度
が
制
定
さ
れ
た
こ
ろ
に
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
作
成
に
携
わ
っ
た
当
事
者
た
ち
が
、
災

禍
の
原
因
で
あ
る
罪
の
消
滅
や
、
罪
か
ら
わ
ざ
わ
い
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
断
で
は
な
く
、
災
禍
と
い
う
結
果
そ
の
も
の
の
除
去
に
強
い

関
心
を
払
い
、
結
果
、『
薬
師
経
』
の
罪
を
組
み
込
ん
だ
。
と
い
う
筋
道
が
浮
上
し
よ
う
。
そ
し
て
、
除
去
に
関
心
が
払
わ
れ
た
の
は
、

朝
廷
と
し
て
よ
り
広
範
な
災
禍
に
対
応
す
る
儀
礼
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
す
る（

（1
（

。

　

現
実
の
災
禍
に
、
朝
廷
が
大
祓
で
臨
ん
だ
古
い
例
は
、
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
の
、「
諸
国
疫
」
の
た
め
の
遣
使
大
祓
で
あ
る（

（1
（

。
同
年

は
、
八
百
万
の
神
の
祓
で
あ
る
百
官
大
祓
に
関
す
る
制
度
が
、
一
定
の
水
準
で
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
宝
律
令
成
立
（
大
宝
元
年

〈
七
〇
一
〉）
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
経
て
い
な
い
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
そ
の
意
図
が
、
単
な
る
罪
の
消
除
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
大
祓

が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
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（
二
）
「
罪
」
の
定
義
の
個
別
性

　

当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
古
代
の
場
合
、
祓
を
す
る
に
値
す
る
罪
の
定
義
は
、
立
場
に
よ
っ
て
相
違
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
化
二
年
（
六
四
六
）
の
詔
が
「
愚
俗
所
レ
染
」
と
断
じ
て
禁
じ
た
祓
除
の
原
因
、
具
体
的
に
は
、
斃
死
・
溺
死
へ
の
関
与
、
及
び
路
上

の
炊
飯
や
甑
の
転
覆
は（

（1
（

、
沿
道
の
諸
人
に
と
っ
て
は
紛
れ
も
な
い
罪
で
あ
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
化
二
年
詔
は
、
そ
れ

ら
の
罪
を
朝
廷
が
切
り
捨
て
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
別
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
そ
の
朝
廷
が
、
素
戔
嗚
尊
の
無
礼
に
由
来
す
る
も

の
と
位
置
づ
け
た
、
八
百
万
の
神
の
祓
の
天
つ
罪（

（1
（

に
つ
い
て
は
、
現
実
的
に
は
、
農
業
な
い
し
畜
産
に
関
係
し
な
け
れ
ば
実
質
的
な
罪
と

は
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
別
の
例
を
あ
げ
る
。
伊
勢
大
神
宮
内
宮
に
お
い
て
は
、
そ
の
創
建
時
に
「
祓
法
」
を
定
め
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
罪
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る（

（1
（

。
記
録
自
体
は
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
の
も
の
と
な
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
れ
ら
は
、
同
宮
に
お
け
る
罪
の

一
覧
で
あ
る
。

　
　

�

敷
蒔
、
畔
放
、
溝
埋
、
樋
放
、
串
刺
、
生
剝
、
逆
剝
、
屎
戸
、
許
々
太
久

乃
罪

乎
天
都
罪

止
告
分

天
、
国
都
罪

止
所
始

志
罪

波
、
生
秦
断
、�

死
秦
断
、
己
母
犯
罪
、
己
子
犯
罪
、
畜
犯
罪
、
白
人
、
古
久
弥
、
川
入
、
火
焼
罪

乎
国
都
罪

止
定
給

弖
、
犯
レ
過
人

爾
種

乃々
令
二
祓
物

出
一弖
祓
清

止
定
給

支
、

百
官
大
祓
の
罪
と
比
較
す
る
と
、
天
つ
罪
に
つ
い
て
は
、
順
序
は
違
う
が
種
類
に
異
同
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国
つ
罪
に
つ
い
て
は
、

高
つ
神
の
災
い
な
ど
が
な
い
一
方
で
、「
川
入
」「
火
焼
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
判
断

を
留
保
す
る
が
、
祓
の
対
象
と
な
る
罪
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
朝
廷
と
の
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
伊
勢
内
宮
で
あ
っ
て
も
、
独
自
に
構

築
で
き
た
こ
と
が
了
解
で
き
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
、
祓
の
対
象
と
な
る
罪
の
ほ
か
に
、
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味
酒
を
三
輪
の
祝
が
い
は
ふ
杉　

手
触
れ
し
罪
か
君
に
逢
ひ
か
た
き

と
い
う
、『
万
葉
集
』
の
歌（

（1
（

の
中
の
、
お
そ
ら
く
は
神
聖
な
杉
に
触
れ
る
罪
ま
で
考
慮
に
入
れ
る
か
否
か
は
と
も
あ
れ
、
当
時
の
人
び
と

の
罪
の
定
義
に
関
す
る
理
解
は
、
個
別
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　
　
（
三
）
八
百
万
の
祓
の
神
に
対
す
る
人
び
と
の
関
心
度

　

こ
の
よ
う
な
罪
の
定
義
に
対
す
る
考
え
方
の
も
と
で
は
、
人
び
と
が
何
を
罪
で
あ
る
か
を
総
合
的
か
つ
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
最
た
る
が
、
青
木
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
仏
教
の
影
響
が
う
か
が
え
る
、
直
接
的
な
行
動
が
災
禍

に
直
接
結
び
つ
か
な
い
罪
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
そ
う
し
た
罪
を
対
象
と
す
る
、
八
百
万
の
神
の
祓
の
儀
礼
を
想
定
し
た
い
。
参
集
者
は
基
本
的
に
、
罪
の
何
た
る
か
を
確
定

さ
せ
る
こ
と
は
、
適
当
に
済
ま
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
罪
を
引
き
起
こ
し
た
行
動
が
不
鮮
明
で
、
そ
こ
を
詮
索
し
て

も
意
味
が
な
い
罪
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
罪
の
原
因
が
明
確
で
な
い
場
合
が
あ
る
ゆ
え
に
、
彼
ら
に
「
罪
を
犯
し
た
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
抱
か
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
現
実
的
に
八
百
万
の
神
の
祓
は
、
そ
う
し
た
「
罪
を
犯
し
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
人
び
と
を
広
く
巻
き
込
め
る
素
地
を
、
例
え
ば
百
官
大
祓
の
場
合
、
祓
詞
成
立
の
段
階
か
ら
構
築
し
て
い
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
の
罪
の
解
釈
か
ら
、
人
び
と
の
罪
に
対
す
る
理
解
と
、
八
百
万
の
神
の
祓
の
人
び
と
へ
の
訴
求
力
を
考

察
し
た
。
次
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
が
ど
の
よ
う
に
人
び
と
と
関
係
し
た
か
、
そ
の
実
態
を
確
か
め
た
い
。
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二
　
古
代
に
お
け
る
八
百
万
の
神
の
祓
の
受
容

　
　
（
一
）
百
官
大
祓
と
中
臣
氏

　

神
祇
令
に
は
、
朝
廷
の
百
官
大
祓
に
お
い
て
、
中
臣
が
祓
詞
を
読
む
規
定
が
存
在
す
る（

（2
（

。
前
章
を
振
り
返
り
つ
つ
換
言
す
れ
ば
、
律
令

制
下
の
朝
廷
に
お
い
て
、
百
官
に
罪
の
意
識
を
持
た
せ
つ
つ
、
現
実
の
災
禍
の
解
決
を
旨
と
す
る
一
儀
礼
を
駆
使
で
き
た
の
は
、
中
臣
氏

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
中
臣
氏
だ
が
、
天
平
年
間
（
七
二
九
～
四
九
）、
総
合
的
な
影
響
力
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
神
祇
官
の
神
名
帳
作
成
な

ど
に
お
い
て
専
横
を
極
め
た
こ
と
が
、『
古
語
拾
遺
』
に
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　
　

�

至
二
天
平
年
中
一、
勘
―二
造
神
帳
一、
中
臣
専
レ
権
、
任
レ
意
取
捨
、
有
レ
由
者
、
小
祀
皆
列
、
无
レ
縁
者
、
大
社
猶
廃
、
敷
奏
施
行
、
当
時
独
歩
、

諸
社
封
税
、
総
二
入
一
門
一、

同
族
藤
原
氏
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
書
の
信
憑
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
中
臣
氏
は
、
朝
廷
で
八
百
万
の
祓
を

主
導
で
き
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
八
百
万
の
神
の
祓
の
祓
詞
を
、
次
の
よ
う
に
「
中
臣
禊
詞
」―
こ
の
語
の
前
で
、
国
つ

罪
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、「
中
臣
の
祓
詞
」
と
解
し
て
良
い
と
考
え
る
―
と
称
し
て
い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
古
語
拾
遺
』
で
あ
る（

（2
（

。

　

そ
の
中
臣
氏
だ
が
、
古
代
、
大
祓
と
は
別
の
厄
災
消
除
の
儀
礼
の
構
築
を
し
た
あ
と
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
理
論
を
深
め
ず
と
も
、

儀
礼
と
し
て
八
百
万
の
神
の
祓
が
成
り
立
っ
て
い
た
実
態
の
あ
ら
わ
れ
と
評
価
で
き
よ
う
。
た
だ
そ
れ
が
、『
古
語
拾
遺
』
の
指
摘
す
る

よ
う
な
、
中
臣
氏
の
専
横
に
よ
る
、
理
論
深
化
の
放
棄
の
結
果
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
災
禍
を
除
去
す
る
た
め
の
朝
廷
の
大
祓
は
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
八
一
）
の
後
半
に
な
る
と
、
前
後
の
時
代
と

比
べ
る
と
、
次
の
と
お
り
、
そ
の
頻
度
を
増
し
て
い
る（

（2
（

。
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宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
八
月（

（2
（

　
　

大
祓
、
以
二
伊
勢
美
濃
等
国
風
雨
之
災
一
也
、

　

同
年
十
月（

（2
（

　
　

大
祓
、
以
二
風
雨
及
地
震
一
也
、

　

宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
五
月（

（2
（

　
　

大
祓
、
以
二
災
変
屢
見
一
也
、

　

同
年
六
月（

（2
（

　
　

大
―二
祓
京
師
及
畿
内
諸
国
一、
奉
二
黒
毛
馬
丹
生
川
上
神
一、
旱
也
、

　

宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
三
月（

（2
（

　
　

大
祓
、
為
三
宮
中
頻
有
二
妖
怪
一
也
、

　

宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
三
月（

（3
（

　
　

大
祓
、
遣
レ
使
奉
―二
幣
於
伊
勢
大
神
宮
及
天
下
諸
神
一、
以
二
皇
太
子
不
一レ
平
也
、

　

災
禍
対
策
の
大
祓
が
頻
繁
に
な
さ
れ
た
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
朝
臣
の
筆
頭
は
、
神
祇
伯
に
加
え
、
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
に
右
大
臣

に
任
じ
ら
れ
た
大
中
臣
清
麻
呂
で
あ
っ
た（

（3
（

。
朝
廷
に
お
い
て
大
祓
を
駆
使
し
得
る
氏
族
の
一
員
が
、
朝
廷
全
体
の
中
で
の
要
人
で
あ
っ
た

点
に
は
一
応
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点
は
、
神
祇
信
仰
に
基
づ
く
除
災
の
儀
礼
と
し
て
、
大
祓
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
一
因
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
、
神
祇
信
仰
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
後
の
時
代
に
つ
な
が
る
制
度
の
改

変
期
で
も
あ
っ
た（

（3
（

 

。
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（
二
）
八
百
万
の
神
の
祓
受
容
の
契
機
と
そ
の
実
態

　

百
官
大
祓
の
祓
詞
か
ら
了
解
さ
れ
る
八
百
万
の
神
の
祓
の
特
色
で
、い
ま
ひ
と
つ
踏
み
込
み
た
い
の
は
、一
（
三
）
で
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、

「
人
び
と
に
罪
の
意
識
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
行
為
に
直
接
関
係
な
い
罪
の
存
在
は
、人
び
と
を
一
種
の
不
安
に
さ
せ
、結
果
、

儀
式
へ
の
参
列
を
彼
ら
が
望
む
よ
う
な
環
境
を
作
り
得
る
、
と
は
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
特
色
を
意
識
し
て
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、律
令
制
定
期
の
朝
廷
は
大
祓
の
効
果
を
広
い
範
囲
に
及
ぼ
そ
う
と
し
た
。

国
造
に
輸
物
の
供
出
を
求
め
て
お
こ
な
っ
た
諸
国
大
祓
の
存
在（

（3
（

も
そ
う
だ
が
、
恒
例
の
百
官
大
祓
で
あ
っ
て
も
、「
百
官
男
女
」
と
、
多

数
人
の
参
列
を
定
め
て
い
た（

（3
（

。

　

さ
ら
に
、
次
の
記
事
か
ら
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
の
段
階
で
、
百
官
の
女
系
家
族
を
参
列
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。
実
効
性
は

定
か
で
は
な
い
が（

（3
（

、
少
な
く
と
も
こ
の
措
置
は
、
朝
廷
に
多
数
人
の
参
列
を
定
め
る
志
向
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
一
例
と
い

え
る
。

　
　

始
令
下
文
武
百
官
率
二
妻
女
姉
妹
一、
会
中
於
六
月
十
二
月
晦
大
祓
之
処
上、

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
の
人
び
と
の
、
八
百
万
の
神
の
祓
に
対
す
る
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る

上
で
、『
万
葉
集
』
の
次
の
歌
は
本
稿
で
も
注
目
し
た
い（

（3
（

。

　
　

中
臣
の
太
祝
詞
言
言
ひ
祓
へ　

贖
ふ
命
も
誰
が
た
め
に
汝

歌
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
「
中
臣
の
太
祝
詞
言
」
が
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
で
は
な
い
、
と
い
う
可
能
性
を
考
慮
に
は
入
れ
る
が
、「
太
祝
詞
言
」

は
百
官
大
祓
の
祓
詞
に
も
登
場
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
罪
と
対
応
す
る
「
贖
ふ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
歌
に

読
ま
れ
た
儀
式
は
八
百
万
の
神
の
祓
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
第
三
句
以
降
を
確
か
め
る
と
、
そ
の
祓
の
効
用
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
罪
を
贖
う
こ
と
は
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八
百
万
の
神
の
祓
の
効
用
だ
が
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
は
、
命
が
保
た
れ
る
効
用
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
想
い
人
へ
の
思
慕

の
成
就
は
別
次
元
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
で
こ
の
歌
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
で
除
け
る
は
ず
の
、
罪
や
災
禍
の
内
容
を
表
現
し
て
い
な
い
。
詠
み
手
が
祓
に
求
め
て
い
た
こ

と
は
、
祓
の
仕
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
か
つ
、
前
向
き
な
願
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
詠
み
手
の
よ
う
な
理
解
が
、
当
時
の
人
び
と
の

一
般
的
な
も
の
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
古
代
の
時
点
で
、
八
百
万
の
神
の
祓
が
、
す
で
に
諸
願
成
就
の
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
　
（
三
）
古
代
に
お
け
る
祓
儀
礼
の
担
い
手

　

以
上
の
よ
う
に
、
広
く
関
心
を
集
め
る
要
素
を
古
代
か
ら
有
し
て
い
た
八
百
万
の
神
の
祓
で
あ
る
が
、
そ
の
担
い
手
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
そ
の
祓
を
駆
使
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
中
臣
が
、
実
際
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は
、
京

の
朝
廷
中
枢
と
、
ご
く
限
ら
れ
た
そ
の
周
辺
だ
け
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、
地
方
の
国
司
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
天
平
十
年
（
七
三
八
）
の
和
泉
監
正
税
帳（

（3
（

に
お
け
る
、
穴
師
神
戸
の
前

年
の
神
税
の
使
途
に
関
す
る
、
次
の
記
載
を
紹
介
し
た
い
。

　
　

�

祭
幣
帛
幷
大
祓
使
従
七
位
下
村
国
連
広
田
、将
従
弐
人
、従
監
史
生
壱
人
、将
従
壱
人
、経
二
壱
箇
日
一、食
稲
壱
束
漆
把
、酒
壱
升
捌
合
、

中
央
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
大
祓
使
の
氏
族
は
村
国
連
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
尾
張
国
や
美
濃
国
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る（

（3
（

。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
中
臣
の
存
在
を
示
す
記
載
は
な
い
。
地
方
ま
で
中
臣
を
確
実
に
遣
わ
す
と
こ
ろ
ま
で
は
、
奈
良
時
代
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
朝
廷
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
か
つ
、
八
百
万
の
神
の
祓
を
実
践
し
て
い
た
伊
勢
神
宮
の
三
節
祭
に
お
い
て
も
、
禰
宜
ら
諸
職
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を
対
象
と
し
た
罪
を
解
除
す
る
の
は
、
御
巫
内
人
の
磯
部
氏
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
の
ほ
か
の
祓
に
お
い
て
も
、
担
い
手
と
し
て
の
中
臣
の
介
在

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

大
化
二
年
の
詔
か
ら
も
逆
説
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
祓
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
、
祓
の
担
い
手

は
中
臣
で
な
く
て
良
い
、
と
い
う
の
が
、
各
地
に
お
け
る
古
代
の
祓
の
実
態
で
あ
る
こ
と
は
、
一
応
示
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、（
一
）～（
三
）
ま
で
、
そ
の
実
態
に
着
目
し
て
、
と
く
に
奈
良
時
代
に
お
け
る
八
百
万
の
神
の
祓
の
広
ま
り
を
確
か
め
た
。
そ

の
広
ま
り
が
全
国
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
さ
ら
に
広
ま
る
要
素
も
あ
り
、
人
び
と
の
期
待
度
も
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、

八
百
万
の
神
の
祓
に
対
す
る
関
心
は
平
安
時
代
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
次
は
、
そ
の
担
い
手
に
焦
点
を
絞
っ
た
検
討
を
す
る
。

　
　

三
　
平
安
時
代
前
期
の
百
官
大
祓
の
担
い
手
と
そ
の
周
辺

　
　
（
一
）
百
官
大
祓
に
お
け
る
祓
詞
の
読
み
手

　

平
安
時
代
に
お
け
る
百
官
大
祓
の
祓
詞
の
読
み
手
に
つ
い
て
は
、
延
喜
四
時
祭
式
に
お
け
る
「
卜
部
読
二
祝
詞
一
」
と
い
う
記
載（

（4
（

か
ら
、

卜
部
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
だ
が
、こ
の
箇
所
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は
ま
ず
、『
延
喜
式
』

施
行
（
康
保
四
年
〈
九
六
七（

（4
（

〉）
以
後
の
百
官
大
祓
の
次
第
を
確
か
め
た
い
。
次
は
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
十
二
月
の
恒
例
の
時
の
も

の
で
あ
る（

（4
（

。

　
　

�

神
祇
官
木
綿
納
二
葛
莒
一
居
レ
前
、
次
居
二
弁
前
一、
次
神
祇
官
読
二
祝
詞
一、
次
中
臣
秡
、
余
及
弁
引
―二
裂
木
綿
一、
秡
了
退
帰
、
神
祇
官
執
二�

大
麻
一
来
、
余
執
二
大
麻
端
一、
次
神
祇
官
帰
入
、
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こ
の
時
は
、
祝
詞
を
読
ん
だ
後
で
、「
中
臣
秡
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
中
臣
に
よ
る
祓
な
の
か
、
読
ん
だ
の
が
中
臣
祓
な
の
か
は

確
言
し
が
た
い（

（4
（

。
た
だ
、
百
官
大
祓
に
お
い
て
、
二
種
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

　

こ
の
次
第
は
、
先
の
延
喜
四
時
祭
式
に
お
け
る
、
卜
部
が
読
む
「
祝
詞
」
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。
先
行
諸
説
の
中
に
は
、

中
臣
が
こ
の
「
祝
詞
」
と
別
の
祓
詞
を
用
い
て
い
た
と
す
る
も
の
も
あ
る
が（

（4
（

、
正
暦
元
年
の
例
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
る
。

　

そ
う
だ
と
す
る
と
、
二
種
に
区
別
さ
れ
る
詞
章
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
に
関
心
が
及
ぶ
。
ま
ず
、
留
意
し
た
い
の
は
、�

『
本
朝
月
令
』
に
お
け
る
、
弘
仁
祝
詞
式
の
引
用（

（4
（

の
仕
方
で
あ
る
。
同
書
は
百
官
大
祓
の
祓
詞
の
冒
頭
部
、
す
な
わ
ち
、
参
集
者
に
祓
を

す
る
こ
と
を
告
知
す
る
箇
所
を
引
く
。
そ
の
内
容
は
『
延
喜
式
』
の
初
段
と
同
じ
と
理
解
で
き
る
。
だ
が
引
用
は
そ
れ
に
続
き
、「
中
臣

祓
云
々
」
と
し
て
、
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
本
朝
月
令
』
編
纂
時
（
～
天
慶
九
年
〈
九
四
六
〉
以
前
か
）
の
ま
と
め
方
を
反
映

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
引
用
部
を
卜
部
、
そ
の
後
―
お
そ
ら
く
は
「
高
天
原
」
で
は
じ
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
本
文
―
を
中
臣
が

読
む
、
と
い
う
読
み
分
け
が
で
き
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
七
七
）
成
立
と
さ
れ
る
『
儀
式
』
で
は
「
中
臣
趨
就
レ
座
、
読
二
祝
詞
一
称
二
聞
食
一
」
と
さ
れ（

（4
（

、
一
見
、

正
暦
元
年
の
次
第
と
対
応
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（

（4
（

、「
先
読
二
宣
命
一
」
と
い
う
同
書
の
一
文
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
、『
江
家
次
第
』
に
引
か
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
儀
式
上
二
種
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
天
皇
の
命
と
い
う
公
的
な
性
格
を
持
つ
「
宣
命
」
と
、
そ
れ
と
同
様
で
は
な
い
「
祝
詞
」
を
別
々
に
用
い
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
正
暦
元
年
の
よ
う
な
次
第
が
、
少
な
く
と
も
貞
観
年
間
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
よ
う（

（5
（

。

　

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
二
種
の
詞
章
を
用
い
て
い
た
と
す
る
説（

（5
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
延
喜
式
』
に
あ
る
祓
詞
と
別
の
詞
章
を
、
古
代

か
ら
中
臣
が
用
い
て
い
た
と
い
う
考
え
方
は
と
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
説
が
評
す
る
よ
う
な
、
中
臣
が
読
む
上
で
の
不
自
然
さ
は
な
い
し（

（5
（

、�
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『
万
葉
集
』
の
歌
の
「
中
臣
の
太
祝
詞
言
」
を
百
官
大
祓
の
祓
詞
と
捉
え
て
も
、
矛
盾
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
平
安
時
代
前
期（
九
世
紀
）
に
、
卜
部
が
儀
式
を
説
明
す
る
た
め
の
、
宣
読
形
式
の
文
体
の
祝
詞
―
そ
れ
は
、�

『
延
喜
式
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
か
、
そ
の
一
部
で
あ
ろ
う
―
を
読
み
、
中
臣
が
そ
れ
と
は
別
の
祓
詞
を
読
む
と
い
う

形
が
で
き
た
、
と
い
う
見
立
て
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
中
臣
の
祓
詞
は
、
神
に
直
接
祈
願
し
、
読
む
だ
け
で
祓
を
な
し
え
る（

（5
（

、
後
代
い
う

中
臣
祓
と
同
様
の
も
の
が
で
き
た
と
い
う
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
平
安
時
代
前
期
の
朝
廷
は
、
中
臣
が
祓
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
方
針
を
相
当
程
度
は
意
識
し
て
お
り
、
そ
れ
は
全
国
を
対
象

と
す
る
大
祓
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
の
除
服
の
時（

（5
（

や
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
の
大
嘗
会
に
伴
う

祓
除
時（

（5
（

に
お
け
る
、
大
中
臣
氏
人
の
分
遣
が
、
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
（
二
）
百
官
大
祓
の
技
法
の
広
ま
り

　

前
節
で
は
、
百
官
大
祓
に
お
け
る
詞
章
が
二
種
と
意
識
さ
れ
た
時
期
を
平
安
時
代
前
期
と
推
測
し
た
が
、
こ
の
時
期
は
、
八
百
万
の
神

の
祓
の
担
い
手
や
、
彼
ら
を
と
り
巻
く
状
況
も
変
動
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
を
進
め
た
い
。

　

ま
ず
、
本
稿
で
踏
み
込
む
対
象
か
ら
外
し
て
は
い
る
が
、
陰
陽
道
の
儀
礼
面
に
つ
い
て
少
し
言
及
す
る
と
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
か

ら
神
祇
の
祓
を
と
り
込
み
は
じ
め
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
に
移
管
を
し
、
そ
の
後
、
独
自
の
祓
を
創
出
し
た
と
す
る
説
が
あ
る（

（5
（

。
当
時

ち
ょ
う
ど
盛
ん
で
あ
っ
た
、
陰
陽
道
の
儀
礼
の
体
系
化
の
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
経
緯
を
評
価
す
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
ろ
う
が
、
祓
の

展
開
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
、
陰
陽
道
の
担
い
手
た
ち
が
、
み
ず
か
ら
の
儀
礼
の
中
に
と
り
込
め
る
ほ
ど
の
、
祓
に
関
す

る
情
報
開
示
が
、
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
当
時
、
ど
れ
だ
け
祓
と
い
う
儀
礼
の
内
容
が
知
ら
れ
て
い
た
か
、
具
体
的
に
確
か
め
た
い
。
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最
初
は
、
百
官
大
祓
の
公
開
度
合
い
を
通
じ
て
で
あ
る
。
二
（
二
）
で
既
述
の
と
お
り
、
百
官
以
外
に
参
集
を
認
め
ら
れ
て
い
た（

（5
（

こ
と

に
加
え
、
当
時
、
恒
例
の
百
官
大
祓
の
場
が
「
宮
城
大
路
」
で
あ
っ
た（

（5
（

点
も
ま
た
、
百
官
大
祓
の
対
象
で
な
い
人
び
と
の
関
心
を
も
引
く

要
素
と
し
て
看
過
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
前
節
で
示
し
た
と
こ
ろ
の
、
中
央
が
大
中
臣
氏
を
遣
使
し
て
お
こ
な
う
諸
国
大
祓
の
存
在
は
、
儀
礼
の
形
を
広
め
る
こ
と
に
一

役
買
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
公
開
性
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
に
関
心
が
集
ま
る
要
因
と
し
て
評
価
で
き
よ
う
。

　

続
い
て
、
祓
の
広
ま
り
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
要
因
と
し
て
、
式
の
制
定
施
行
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
施
行
は
す
な
わ
ち
、
儀
礼
の
場

で
し
か
明
ら
か
に
す
る
必
要
の
な
か
っ
た
、
祓
詞
の
公
表
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

祓
詞
の
載
録
が
明
確
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
『
延
喜
式
』
で
あ
る
。
だ
が
、前
に
掲
げ
た
『
本
朝
月
令
』
の
引
用
の
仕
方
や
、『
延
喜
式
』

の
編
纂
状
況（

（6
（

を
勘
案
す
る
と
、
弘
仁
祝
詞
式（

（6
（

に
、『
延
喜
式
』
と
ほ
ぼ
同
文
の
祓
詞
が
載
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

同
式
制
定
施
行
の
経
緯
は
複
雑（

（6
（

だ
が
、
施
行
の
実
情
は
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
修
訂
時
と
考
え
ら
れ
る
際
の
記
録
が
残
る（

（6
（

。
施
行

に
よ
っ
て
、
中
央
の
主
要
官
署
に
式
文
が
配
ら
れ
、
式
の
内
容
が
、
具
体
的
に
諸
司
で
確
認
で
き
る
状
況
に
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
　

頒
―二
行
神
祇
、
八
省
、
弾
正
、
左
右
京
、
春
宮
、
勘
解
由
、
六
衛
、
左
右
兵
庫
格
式
一、

要
す
る
に
、
少
な
く
と
も
中
央
の
官
人
は
、
儀
式
の
実
践
の
核
と
な
る
祓
詞
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
理
論
を
、
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
の
除
災
儀
礼
と
の
決
定
的
な
差
異
だ
と
い
え（

（6
（

、
朝
廷
の
神
祇
祭
祀
に
深
く
関
わ
っ
て
い

な
く
と
も
、
八
百
万
の
神
の
祓
の
導
入
が
可
能
な
環
境
が
整
っ
た
契
機
と
評
価
で
き
る
。

　

百
官
大
祓
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
前
期
に
周
知
度
の
点
で
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
た
。
と
く
に
、
式
に
よ
る
祓
詞
の
公
開
は
、
祓

の
儀
礼
を
実
践
す
る
上
で
の
難
易
度
を
一
定
程
度
下
げ
る
効
果
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
百
官
大
祓
で
祓
を
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駆
使
し
て
き
た
中
臣
、
ひ
い
て
は
大
中
臣
氏
・
中
臣
氏
全
体
の
宗
教
的
地
位
の
よ
う
な
も
の
を
、
相
対
的
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
時
代
は
下
る
が
、
中
臣
祓
の
祓
詞
の
古
例
と
い
え
る
「
中
臣
祭
文
」
が
、『
朝
野
群
載
』
の
神
祇
官
の
部
に
載
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
勘
案
す
る
と
、
平
安
時
代
前
期
の
変
化
に
、
神
祇
官
の
中
臣
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
者
た
ち
が
対
応
し
た
結
果
、
そ

う
し
た
八
百
万
の
神
の
祓
の
新
た
な
詞
章
が
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
を
め
ぐ
る
、
古
代
・
中
世
の
転
換
期
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
、
複
数
の
観
点
か
ら
考
え
て
き
た
。
目

に
見
え
る
変
化
は
見
出
し
が
た
い
が
、
比
較
的
古
い
平
安
時
代
前
期
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
祓
の
研
究
の
一
層
の
進
展
が
見
通
せ

る
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
陰
陽
師
が
祓
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
く
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
だ
け
が
担
い
手
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
平
安
時
代
の
神
社
で
も
独
自
に
祓
を
実
践
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

伊
勢
神
宮
に
お
い
て
、「
祓
法
」
を
定
め
、
八
百
万
の
神
の
祓
を
重
視
し
て
い
た
点
は
前
述
し
た
。
そ
し
て
、
同
宮
に
お
け
る
重
要
な

ま
つ
り
で
あ
る
三
節
祭
に
あ
わ
せ
て
の
祓
が
、
遅
く
と
も
平
安
時
代
初
期
の
時
点
で
す
で
に
年
中
行
事
化
さ
れ
て
い
た（

（6
（

こ
と
に
つ
い
て
も

す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
豊
前
宇
佐
宮
で
は
、
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
の
段
階
で
、
六
月
の
祓
の
際
に
、
年
間
三
度
し
か
な
い
神
幸
が
な
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。�

同
宮
に
お
け
る
重
要
な
年
中
行
事
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
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�

大
菩
薩
之
御
行
年
中
三
度
、
六
月
晦
江
海
御
祓
、
八
月
十
五
日
放
生
会
、
五
月
五
日
馬
庭
頓
宮
、
六
年
一
度
行
幸
等
、
此
外
輙
無�

レ
有
レ
動
二
御
輿
一、

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
神
社
に
お
い
て
祓
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
無
論
、
こ
の
祓
が
多
く
の

人
び
と
に
ひ
ら
か
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い（

（6
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
八
百
万
の
神
の
祓
を
含
む
祓
の
担
い
手
が
、
陰
陽
師
だ
け
、
と
い
う

こ
と
で
も
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、中
世
の
八
百
万
の
神
の
祓
の
主
流
と
い
う
べ
き
「
中
臣
祓
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
古
い
例
は
、

寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
二
月
の
、
藤
原
実
資
に
よ
る
山
城
大
原
野
社
参
の
時
で
あ
る（

（6
（

。
そ
の
読
み
手
「
師
重
」
は
、
実
資
の
家
の
庶
務

に
従
事
し
て
い
た
人
物
だ
が
、
要
す
る
に
、
陰
陽
の
道
に
専
従
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い（

（6
（

。
中
臣
祓
が
広
ま
る
要
因
は
、
祓
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
関
心
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　

注

　
（
1�
）『
小
右
記
』
正
暦
四
年
二
月
三
日
条
。
文
中
で
は
「
御
禊
」
だ
が
、「
御
禊
」
を
「
禊
祓
」
と
呼
び
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
年

三
月
乙
丑
〈
八
日
〉
条
）、
釈
服
の
大
祓
を
「
祓
禊
」
と
呼
ぶ
（『
三
代
実
録
』
天
安
二
年
九
月
十
四
日
条
）
な
ど
、「
禊
」
と
「
祓
」

は
同
義
と
解
さ
れ
る
の
で
、
本
文
で
は
「
祓
」
と
し
た
。

　
（
2
） 『
紫
式
部
日
記
』
寛
弘
五
年
九
月
十
日
。

　
（
3�
）
こ
の
八
百
万
の
神
の
祓
の
中
に
は
、
後
に
詳
し
く
と
り
上
げ
る
古
代
朝
廷
の
百
官
対
象
の
大
祓
の
ほ
か
、
現
代
神
社
に
お
け
る

同
名
の
儀
も
含
ま
れ
る
。
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（
4�
）
前
掲
（
2
）
の
、
陰
陽
師
を
世
に
い
る
限
り
召
集
し
た
と
す
る
後
の
、「
八
百
万
の
神
も
耳
ふ
り
た
て
ぬ
は
あ
ら
じ
と
見
え
き
こ

ゆ
」
と
い
う
表
現
は
、『
朝
野
群
載
』
巻
六
神
祇
官
所
載
の
中
臣
祭
文
の
、「
祓
戸

乃
八
百
万

乃
神
等

ハ
、
佐
乎
志
加

乃
御
耳

ヲ
振
立

天
、�

聞
食

セ
ト

申
」
と
対
応
す
る
。

　
（
5
）『
枕
草
子
』
見
苦
し
き
も
の
。「
法
師
陰
陽
師
の
紙
冠
し
て
祓
し
た
る
」

　
（
6�
）『
紫
式
部
集
』、
一
四
。「
は
ら
へ
と
の
か
み
の
か
さ
り
の
み
て
く
ら
に　

う
た
て
も
ま
か
ふ
み
ゝ
は
さ
み
か
な
（
祓
所
の
神
の
飾

り
の
幣
帛
に
転
て
も
紛
ふ
耳
挟
み
か
な
）」

　
（
7�
）『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
八
「
内
記
慶
滋
ノ
保
胤
出
家
語
第
三
」
に
登
場
す
る
川
原
の
法
師
陰
陽
師
は
、
妻
子
を
養
い
、
自
ら
の
命

を
助
け
る
た
め
に
祓
を
し
て
い
る
と
し
、
紙
冠
を
着
す
こ
と
に
つ
い
て
、
祓
殿
の
神
た
ち
が
法
師
を
忌
む
か
ら
と
す
る
。
法
師
陰

陽
師
が
八
百
万
の
神
の
祓
を
駆
使
す
る
理
由
が
推
測
で
き
る
が
、
説
話
自
体
は
安
倍
晴
明
関
係
の
一
連
の
伝
承
（
慶
滋
保
胤
の
父

賀
茂
忠
行
は
、
同
書
に
よ
れ
ば
そ
の
師
に
あ
た
る
。
巻
二
十
四
「
安
倍
晴
明
随
二
忠
行
一
習
レ
道
語
第
十
六
」）
と
評
価
で
き
る
。
陰

陽
師
に
よ
る
八
百
万
の
神
の
祓
の
駆
使
の
転
機
が
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
一
条
天
皇
へ
の
晴
明
の
祓
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

説
話
の
内
容
が
十
世
紀
末
・
十
一
世
紀
初
頭
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
前
の
実
態
を
忠
実
に
示
し
て
い
る
と
は
断
定
し
が
た
い
。

　
（
8
）『
延
喜
式
』
巻
八
神
祇
八
祝
詞
、
六
月
晦
大
祓
条
。

　
（
9
）『
古
語
拾
遺
』
神
武
天
皇
。

　
（
10
）
青
木
紀
元
『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）。

　
（
11
）
青
木
前
掲
（
10
）。
こ
の
他
、「
白
人
」「
胡
久
美
」「
畜
仆

之
蠱
物
為
罪
」
も
、『
薬
師
経
』
の
記
載
と
対
応
す
る
と
論
ず
る
。

　
（
12�
）
金
子
武
雄
『
延
喜
式
祝
詞
講
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）。
百
官
大
祓
が
災
気
を
祓
う
と
す
る
説
の
展
開
に

つ
い
て
は
、
瀬
尾
芳
也
「
災
気
を
祓
ふ
と
い
ふ
こ
と
」（『
神
道
宗
教
』
二
四
二
、
平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉）
に
詳
し
い
。



17 八百万の神の祓の効用と、その受容

　
（
13�
）
青
木
前
掲
（
10
）
の
指
摘
す
る
、『
薬
師
経
』
が
尊
重
さ
れ
た
天
武
朝
（
六
七
三
～
八
六
）
に
お
い
て
、「
四
方
」「
天
下
」「
諸
国
」

と
い
っ
た
、
朝
廷
に
よ
る
全
国
規
模
の
「
大
解
除
」
す
な
わ
ち
大
祓
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
八
月
辛

亥
〈
十
六
日
〉
条
、
同
十
年
七
月
丁
酉
〈
三
十
日
〉
条
、
朱
鳥
元
年
七
月
辛
丑
〈
三
日
〉
条
）
点
に
留
意
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
（
14
）『
続
日
本
紀
』
慶
雲
四
年
二
月
乙
亥
（
六
日
）
条
。

　
（
15
）『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲
申
（
二
十
二
日
）
条
。

　
（
16
）『
日
本
書
紀
』
神
代
第
七
段
本
文
な
ど
。

　
（
17�
）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
天
照
坐
皇
太
神
宮
儀
式

幷
神
宮
院
行
事
。
佐
野
真
人
校
訂
「『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
校
訂
試
案
」（『
皇
學
館

大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
、
平
成
二
十
八
年
〈
二
〇
一
六
〉）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
引
用
部
の
下
線
は
本
稿
著
者
が

付
し
た
。
な
お
、
伊
勢
内
宮
の
祓
は
、
麻
一
条
を
用
い
、
祠
職
の
罪
を
具
体
的
に
申
告
さ
せ
る
な
ど
、
百
官
大
祓
と
は
別
の
方
式

を
と
っ
て
い
る
例
も
確
か
め
ら
れ
る
が
（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事
）、
本
文
引
用
部
の
罪
の
区
分
か

ら
は
、
八
百
万
の
神
の
祓
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
18�
）
一
応
の
見
立
て
と
し
て
は
、「
川
入
」
は
大
化
二
年
の
詔
で
強
引
な
祓
除
が
禁
じ
ら
れ
た
、
溺
死
に
関
す
る
罪
と
の
関
係
性
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、「
火
焼
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
の
大
神
宮
焼
亡
（『
続
日
本
紀
』
同
年
八
月
壬
寅�

〈
十
四
日
〉
条
）
の
影
響
に
よ
る
可
能
性
が
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
成
立
年
（
延
暦
二
十
三
年
〈
八
〇
四
〉）
を
考
慮
す
る
と
想

起
で
き
る
。
な
お
、
青
木
前
掲
（
10
）
は
、
こ
れ
ら
の
罪
も
『
薬
師
経
』
に
対
応
す
る
記
載
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
指
摘
か
ら

す
れ
ば
、
伊
勢
に
お
い
て
も
仏
教
的
な
罪
の
影
響
を
窺
知
で
き
る
。
た
だ
、
本
稿
に
お
い
て
肝
要
と
考
え
る
の
は
、「
祓
を
す
る
主

体
が
罪
を
定
義
し
て
い
た
」
こ
と
が
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
と
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
罪
の
差
異
か
ら
読
み
取
れ
る
点
で
あ
る
。

　
（
19
）『
万
葉
集
』
巻
四
、
七
一
二
。
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（
20�
）
こ
れ
に
関
連
し
て
、
在
地
社
会
に
お
け
る
罪
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
八
・
九
世
紀
の
千
葉
県
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
中
国
と
類
似

し
た
、
仏
教
・
道
教
と
一
般
信
仰
の
混
在
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
平
川
南
『
墨
書
土
器
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、�

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
時
期
、
全
国
的
に
、
滅
罪
目
的
の
仏
教
儀
礼
を
必
要
と
す
る
観
念
が
加
わ
っ
た

点
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
笹
生
衛
『
日
本
古
代
の
祭
祀
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）。

　
（
21
）『
令
義
解
』
巻
三
神
祇
令
、
大
祓
条
。

　
（
22�
）『
古
語
拾
遺
』
天
平
年
中
。
同
年
間
の
前
半
期
の
神
祇
伯
と
し
て
、『
続
日
本
紀
』
に
は
、
中
臣
広
見
（
天
平
四
年
九
月
乙
巳�

〈
五
日
〉
条
）・
中
臣
名
代
（
天
平
十
年
五
月
辛
卯
〈
二
十
四
日
〉
条
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
（
23�
）『
古
語
拾
遺
』
神
武
天
皇
。
天
つ
罪
に
つ
い
て
も
、
同
書
の
高
天
原
に
お
け
る
素
戔
嗚
尊
の
乱
行
を
示
す
箇
所
の
注
で
も
「
中
臣

禊
詞
」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
。

　
（
24�
）
無
論
、『
続
日
本
紀
』
の
載
録
方
針
が
、
宝
亀
年
間
と
そ
の
ほ
か
の
時
代
と
で
相
違
し
て
い
る
が
た
め
、
頻
度
が
多
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
い
る
可
能
性
に
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
25
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
八
月
辛
卯
（
三
十
日
）
条
。

　
（
26
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
十
月
甲
申
（
二
十
四
日
）
条
。

　
（
27
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
七
年
五
月
乙
卯
（
二
十
九
日
）
条

　
（
28
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
七
年
六
月
甲
戌
（
十
八
日
）
条
。

　
（
29
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
年
三
月
辛
未
（
十
九
日
）
条
。

　
（
30
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
三
月
癸
酉
（
二
十
七
日
）
条
。

　
（
31�
）
右
大
臣
任
官
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
三
月
庚
午
（
十
三
日
）
条
。
上
表
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
こ
と
で
あ
る
（
天
応
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元
年
六
月
庚
戌
〈
二
十
三
日
〉
条
）。
清
麻
呂
の
薨
伝
に
は
、
天
平
宝
字
年
中
（
七
五
七
～
六
五
）
に
神
祇
伯
に
補
任
さ
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
（
延
暦
七
年
七
月
癸
酉
〈
二
十
八
日
〉
条
）。

　
（
32
）
拙
稿
『
古
代
の
神
社
と
神
職
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）。

　
（
33
）『
令
義
解
』
巻
三
神
祇
令
、
諸
国
大
祓
条
。

　
（
34�
）『
令
義
解
』
巻
三
神
祇
令
、
大
祓
条
。
こ
の
場
合
の
「
女
」
は
女
官
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
儀
式
』
巻
五
、�

大
祓
儀
、
延
喜
中
務
式
大
祓
条
）。

　
（
35�
）『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
己
酉
（
四
日
）
条
。
百
官
大
祓
の
祓
詞
の
中
に
は
家
族
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
が
確
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
養
老
五
年
の
時
点
の
何
ら
か
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
祓
の
対
象
を
拡
大
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、『
令
集

解
』
巻
七
神
祇
官
大
祓
条
所
引
穴
記
に
は
、「
里
人
」
の
参
列
ま
で
是
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
（
36�
）
弘
仁
宮
内
式
（『
本
朝
月
令
』
六
月
晦
日
大
祓
事
所
引
）
や
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
七
七
）
成
立
の
『
儀
式
』
に
は
、
前
掲�

『
続
日
本
紀
』
の
「
妻
女
姉
妹
」
に
対
応
す
る
人
び
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
（
37
）『
万
葉
集
』
巻
十
七
、
四
〇
三
一
。

　
（
38
）
正
倉
院
文
書
正
集
十
三
・
十
四
、
天
平
十
年
四
月
五
日
和
泉
監
正
税
帳
。

　
（
39�
）
尾
張
国
葉
栗
郡
と
美
濃
国
各
務
郡
に
村
国
郷
が
あ
り
（『
倭
名
類
聚
抄
』
国
郡
部
第
十
二
尾
張
国
・
美
濃
国
。
た
だ
し
、
大
和
国

添
上
郡
に
も
同
名
郷
あ
り
）、『
延
喜
式
』
巻
十
神
祇
十
神
名
下
に
は
、
各
務
郡
に
村
国
真
墨
田
神
社
が
所
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、『
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
四
月
朔
条
に
陰
陽
寮
陰
陽
師
と
し
て
登
場
す
る
村
国
連
業
世
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な

い
（
陰
陽
寮
の
諸
生
を
「
世
習
者
」
か
ら
優
先
し
て
取
る
定
め
は
あ
る
。『
令
義
解
』
巻
十
雑
令
、
取
諸
生
条
）。

　
（
40
）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事
。
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（
41
）『
延
喜
式
』
巻
一
神
祇
一
四
時
祭
上
、
大
祓
条
。

　
（
42�
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式　

上
』
集
英
社
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
巻
第
八�

「
六
月
の
晦
の
大
祓
」
補
注
（
同
執
筆
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
こ
の
補
注
に
お
い
て
は
、
書
写
の
過
程
で
祝
詞
の
詠
み
手
を
卜
部
に

改
竄
し
た
こ
と
を
、
伝
本
系
統
を
踏
ま
え
て
否
定
す
る
が
、
本
稿
の
見
解
も
同
じ
で
あ
る
。

　
（
43
）『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
七
月
九
日
条
。

　
（
44
）『
小
右
記
』
正
暦
元
年
十
二
月
三
十
日
条
。

　
（
45�
）
も
し
、
後
者
の
解
釈
ど
お
り
、
祓
詞
の
名
称
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
中
臣
祓
の
相
当
に
古
い
語
用
例
と
な
る
。
た
だ
、「
中

臣
禊
詞
」「
中
臣
の
太
祝
詞
言
」
と
い
う
古
代
の
用
例
や
、
後
述
す
る
祓
詞
の
変
化
の
可
能
性
を
踏
ま
え
る
と
、
十
世
紀
末
を
中
臣

祓
成
立
の
転
換
点
と
し
て
格
別
に
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
な
立
場
を
と
り
た
い
。

　
（
46
）
金
子
前
掲
（
12
）。
虎
尾
前
掲
（
42
）
も
金
子
説
を
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
（
47�
）『
本
朝
月
令
』
六
月
晦
大
祓
事
。
記
載
は
清
水
潔
編
『
新
校
本
朝
月
令
』（
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、平
成
十
四
年
〈
二
〇
〇
二
〉）

に
基
づ
い
た
。

　
（
48
）『
儀
式
』
巻
五
、
大
祓
儀
。

　
（
49
）
金
子
前
掲
（
12
）。

　
（
50
）『
江
家
次
第
』
巻
七
、
大
祓
。

　
（
51�
）
岡
田
莊
司
氏
は
、『
儀
式
』
巻
一
賀
茂
祭
儀
の
次
第
か
ら
、
中
臣
祓
文
の
改
変
を
九
世
紀
中
葉
と
考
察
す
る
。「
私
祈
祷
の
成
立
」

『
神
道
宗
教
』
一
一
八
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）。

　
（
52
）
金
子
前
掲
（
12
）、
虎
尾
前
掲
（
42
）。
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（
53�
）
先
行
説
の
中
に
は
、
延
喜
祝
詞
式
の
百
官
大
祓
祓
詞
の
、「
大
中
臣
」
が
「
天
津
祝
詞

乃
太
祝
詞
事

乎
宣

礼
」
と
す
る
箇
所
を
、（
大
）

中
臣
が
自
ら
に
向
か
っ
て
太
祝
詞
事
の
宣
読
を
命
令
し
て
い
る
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
不
自
然
だ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
、
宣

読
形
式
の
文
体
を
と
り
、
聞
き
手
（
親
王
か
ら
百
官
ま
で
）
へ
の
記
載
内
容
の
宣
告
を
旨
と
す
る
こ
の
祓
詞
に
お
い
て
、
前
記
の

表
現
は
、
罪
を
犯
し
た
際
の
対
処
法
の
説
明
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
み
手
が
中
臣
を
含
む
誰
で
あ
っ
て
も

不
自
然
さ
は
な
い
し
、「
天
津
祝
詞

乃
太
祝
詞
事
」
も
現
に
読
ん
で
い
る
祓
詞
と
了
解
で
き
る
（
同
旨
と
し
て
青
木
紀
元
『
祝
詞�

全
評
釈　

延
喜
式
祝
詞　

中
臣
寿
詞
』〈
右
文
書
院
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）〉、
粕
谷
興
紀
『
延
喜
式
祝
詞　

付
・
中
臣
寿
詞
』

〈
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）〉）。

　
（
54
）
延
喜
祝
詞
式
所
収
の
百
官
大
祓
の
祓
詞
は
、
状
況
の
説
明
を
す
る
だ
け
で
、
神
に
直
接
祓
を
願
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
（
55
）『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
四
月
辛
亥
（
四
日
）
条
。

　
（
56
）『
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
八
月
二
十
五
日
条
。
た
だ
、
同
時
期
成
立
の
『
儀
式
』
は
、
八
月
の
大
祓
使
の
氏
を
定
め
て
い
な
い
。

　
（
57�
）
小
坂
真
二
「
禊
祓
儀
礼
と
陰
陽
道
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
三
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
同�

「
九
世
紀
段
階
の
怪
異
変
質
に
み
る
陰
陽
道
祭
祀
の
一
側
面
」
竹
内
理
三
編
『
古
代
天
皇
制
と
社
会
構
造
』
校
倉
書
房
、
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）。

　
（
58
）
前
掲
（
35
）
参
照
。

　
（
59�
）『
本
朝
月
令
』
六
月
晦
日
大
祓
事
所
引
弘
仁
太
政
官
式
。
ま
た
、『
法
曹
類
林
』
二
百
公
務
八
、
弘
仁
五
年
六
月
三
日
勘
文
所
引

式
部
文
に
は
、
恒
例
の
百
官
大
祓
の
式
日
平
旦
、
大
伴
・
壬
生
二
門
間
の
大
路
に
、
大
蔵
・
木
工
・
掃
部
の
官
署
が
帳
幄
を
舗
設

す
る
と
あ
る
。

　
（
60�
）『
延
喜
式
』
は
、『
弘
仁
式
』・『
貞
観
式
』
を
「
併
省
」
し
、「
削
―二
成
一
部
一
」
す
る
方
針
で
編
纂
さ
れ
た
（『
延
喜
式
』
序
）。
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祝
詞
式
に
関
し
て
は
、『
貞
観
式
』
に
同
式
が
存
在
し
な
い
（『
本
朝
書
籍
目
録
』）
こ
と
か
ら
、『
弘
仁
式
』
に
載
録
さ
れ
た
も
の

と
概
ね
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
61�
）
弘
仁
祝
詞
式
の
存
在
は
、『
本
朝
書
籍
目
録
』
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、『
本
朝
月
令
』
に
弘
仁
祝
式
の
祓

詞
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
（
62�
）『
弘
仁
式
』
は
当
初
、大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
ま
で
の
記
文
を
撰
し
た
と
さ
れ
る
が
（『
類
聚
三
代
格
』

巻
一
序
事
、
格
式
序
）、
施
行
は
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
で
あ
る
（『
類
聚
国
史
』
巻
三
十
二
遊
宴
、
天
長
七
年
十
一
月
丁
亥
〈
十
七

日
〉
条
）。
さ
ら
に
、手
直
し
を
し
た
改
正
格
式
の
諸
司
百
官
へ
の
頒
行
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
（『
続
日
本
後
紀
』

承
和
七
年
四
月
丁
卯
〈
二
十
二
日
〉
条
）。

　
（
63
）『
類
聚
国
史
』
巻
三
十
二
遊
宴
、
天
長
七
年
十
一
月
丁
亥
（
十
七
日
）
条
。

　
（
64�
）
た
だ
し
、
天
皇
の
大
祓
（
御
贖
）
の
際
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
「
西
文
忌
寸
部
献
二
御
麻
一
時
呪
」
も
、『
弘
仁
式
』
で
内

容
を
確
認
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
本
朝
月
令
』
六
月
晦
日
大
祓
事
所
引
弘
仁
神
祇
式
。

　
（
65
）『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
禰
宜
内
人
物
忌
等
職
掌
行
事
事
・
供
奉
年
中
行
事

幷
月
記
事
。

　
（
66�
）『
宮
寺
縁
事
抄
』
宇
佐
四
、
長
保
五
年
八
月
十
九
日
八
幡
大
菩
薩
宇
佐
宮
司
解
。「
江
海
」
と
い
う
名
称
は
、
罪
を
消
滅
さ
せ

る
た
め
の
場
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
百
官
大
祓
の
祓
詞
に
記
さ
れ
た
罪
の
移
動
プ
ロ
セ
ス
と
対
応
す
る
の
で
、
宇
佐
宮
の
祓
も

八
百
万
の
神
の
祓
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
67
）
岡
田
前
掲
（
51
）。

　
（
68
）『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
二
月
十
五
日
条
。

　
（
69�
）『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
八
月
二
十
一
日
条
に
は
、
天
台
座
主
の
病
状
を
う
ら
な
っ
た
占
方
を
、
師
重
が
陰
陽
師
に
送
る
役
割
を�
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担
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
師
重
が
陰
陽
の
道
に
精
通
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
必
要
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

追
記　

�

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
古
代
の
大
嘗
祭
と
祓
の
関
係
に
つ
い
て
の
知
見
を
有
す
る
塩
川
哲
朗
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。


